
◎ 皆様に支えられて800号◎ 皆様に支えられて800号
◎ これからの子どもたちのために　より良い教育環境を目指して◎ これからの子どもたちのために　より良い教育環境を目指して
◎ 応援いただき、ありがとうございます！～ふるさと納税寄付金～◎ 応援いただき、ありがとうございます！～ふるさと納税寄付金～
◎ ８月は道路ふれあい月間です◎ ８月は道路ふれあい月間です

広 報　令和７年（2025年）

8月号
№800

AUGUST

水に皆の想いを乗せて
～棚倉町消防団水勢競技～
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皆
様
に
支
え
ら
れ
て

皆
様
に
支
え
ら
れ
て

��

８
０
０
号

８
０
０
号

　
「
広
報
た
な
ぐ
ら
」
は
今
月
号
（
令
和
７
年
８
月
号
）

で
８
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

　
表
紙
や
各
コ
ー
ナ
ー
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
カ
ラ
ー
ペ
ー

ジ
な
ど
、
少
し
ず
つ
工
夫
を
加
え
な
が
ら
、
町
と
皆
さ

ん
を
つ
な
ぐ
情
報
誌
と
し
て
町
の
情
報
を
皆
様
に
お
届

け
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
政
を
身
近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
、
多
く
の
方
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
、
正
確
で

分
か
り
や
す
い
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和元年6月号（第726号）
平成31年２月に国史跡の指定を受けた
棚倉城跡を特集しました。学芸員が棚
倉城跡の魅力を紹介しました。

平成29年6月号（第702号）
棚倉町応援ソング「棚倉へ会いにきて」が完
成しました。現在この歌は毎朝７時と夕方６
時の防災行政無線の時報曲になっています。

令和２年７月号（第739号）
棚倉町歴史的風致維持向上計画(歴まち計
画)が国の認定を受けました。町ではこの
計画に基づき様々な事業を行っています。

平成29年7月号（第703号）
棚倉町を舞台に撮影された地域発信型映画
「豆腐の角に頭をぶつけて生きる
＃TANAGURA」の凱旋上映会が文化セ
ンターで行われました。

誌面とともに振り返る町の歴史誌面とともに振り返る町の歴史��【700号（平成29年4月）～800号（令和7年8月】【700号（平成29年4月）～800号（令和7年8月】
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令和5年2月号（第770号）
川越市との友好都市提携50周
年を迎えました。これまでの
川越市との関わりについて紹
介しました。

令和３年９月号（第753号）
東京パラリンピックの聖火リレーで使用
される聖火の種火お起こしがルネサンス
棚倉で行われました。棚倉の種火は福島
県の火として集火された後、聖火リレー
で使用されました。

令和５年12月号（第780号）
棚倉町がホッケータウンに認
定されました。本町とホッ
ケーのつながりについて振り
返りました。

令和６年４月号（第784号）
棚倉運動広場がリニューアル
オープンしました。同日、元
プロ野球選手の掛布雅之氏に
よる野球教室・講演会が行わ
れました。

広報は広報はこちらからも
こちらからもご覧いただけます

ご覧いただけます

声の広報
　視覚に障害があるなど、文字を読む
ことが困難な方を対象に音声データの
広報をお届けしています。
　音声データの作成は「音声コードの
会・たなぐら」の皆さんにご協力いた
だいています。
　なお、ご利用には活字文字読み上げ
装置「テルミー」が必要になります。
■お問い合わせ
　棚倉町社会福祉協議会　☎33－2623

町公式LINE
　令和６年３月から始まった
「棚倉町公式LINE」では、広報
誌の発行をメッセージでお知ら
せします。ほかにも、町の最新
情報や観光・イベント情報、災
害情報など、皆様の暮らしに役
立つ情報を随時発
信しています。
　ぜひ、ご活用く
ださい。

ここにもあります！
　ヨークベニマル、リオン・
ドール、ＴＡＩＲＡＹＡ、磐城
棚倉駅、みりょく満点物語、八
槻観光案内所こんこん、町内各
郵便局、町役場、保健福祉セン
ター、文化センター（倉美館）、
町立図書館、総合体育館

福島イーブックス
　本町をはじめ、気にな
る市町村の広報誌をパソ
コンやスマートフォンで
チェックで
きるウェブ
サイトです。

町ホームページ
　ホームページではフ
ルカラーの広報たなぐ
らを掲載しています。
また、バッ
クナンバー
も掲載して
います。
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こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

��

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目
指
し
て

減
少
す
る
児
童
生
徒
数

　
町
内
の
児
童
生
徒
数
は
、
10
年
前
の
平
成
27
年
と
令
和
７
年
を
比
較

す
る
と
、
小
学
生
は
２
３
３
人
（
28
・
７
％
減
）、
中
学
生
は
86
人

（
19
・
８
％
減
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
出
生
数
に
お
い
て
も
、
直
近
３
カ

年
は
い
ず
れ
も
70
人
を
下
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
計
を
見
る
と
、
令
和
６
年
度
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
が
小
学
生
に
な
る
令
和
13
年
度
に
お
い
て
は
、
小
学
生
２
０
５
人
、

中
学
生
は
１
０
５
人
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
複
数
の
学
年
が
同
じ
教

室
で
授
業
を
す
る
複
式
学
級
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

学校名 新・改築年
（主たる建物） 築年数

棚倉小学校 昭和41年３月 築59年

社川小学校 平成９年２月 築28年

高野小学校 昭和54年３月 築46年

近津小学校 昭和39年９月 築60年

棚倉中学校 昭和47年３月 築53年

棚倉幼稚園 平成25年３月 築12年

社川幼稚園 平成３年２月 築34年

近津幼稚園 平成元年１月 築36年

進む教育施設の
� 老朽化
町内教育施設８施設の半数
が、大規模改修等が必要と
される築45年以上を経過し
ています。

町内の
� 児童生徒数の推移

H27　　　　Ｒ元　 　　R７　H27　　　　Ｒ元　 　　R７　R13（推計）R13（推計）

 （人） （人）
900900
800800
700700
600600
500500
400400
300300

小学生

811
743

578

373

中学生
 （人） （人）
500500

400400

300300

200200

H27　　　　Ｒ元　 　　R７　H27　　　　Ｒ元　 　　R７　R13（推計）R13（推計）

433
385

347
242

　全国で進む少子化の波。本町も例外ではなく出生者数は減少の一途をたどっています。
町教育委員会は令和４年３月に、棚倉町小・中学校学びのあり方検討委員会から、小・中
学校の適正規模、適正配置について意見書の提出を受けました。
　この意見書に基づき、町教育委員会では適正な学校規模を整え、より良い教育環境を子
どもたちに提供すべく、町立学校等の統合について準備を開始しました。
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町
立
学
校
等
の
統
合
に
向
け
て

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
等
の
統
合

に
向
け
た
組
織
と
し
て
、
住
民
の
代
表
や

保
護
者
代
表
、
校
長
園
長
、
教
育
に
識
見

の
あ
る
方
で
構
成
す
る
「
棚
倉
町
立
学
校

統
合
準
備
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
委
員
会
を
中
心
に
、
統
合

の
年
度
や
学
校
の
形
態
、
設
置
場
所
な
ど

学
校
統
合
に
必
要
な
基
本
的
事
項
の
検

討
・
協
議
を
進
め
ま
す
。

学
校
等
統
合
の
方
針

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
数
の

減
少
と
施
設
の
老
朽
化
等
を
踏
ま
え
次
の

よ
う
な
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

⑴�

現
在
あ
る
小
学
校
を
１
つ
に
し
て
、
新

し
い
校
舎
の
統
合
学
校
を
、
令
和
14
年

度
開
校
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

�

ま
た
、
統
合
学
校
の
校
種
（
義
務
教
育

学
校
等
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

中
に
そ
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

⑵�

近
津
幼
稚
園
は
令
和
９
年
度
ま
で
と
し
、

令
和
10
年
度
か
ら
棚
倉
幼
稚
園
と
統
合

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

�
な
お
、
社
川
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
社

川
地
区
の
出
生
者
数
を
見
き
わ
め
な
が

ら
統
合
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に

統
合
は
必
要
不
可
欠

　
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た

ち
は
、
少
子
高
齢
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
が
発
展
す
る
社
会
の

中
で
、
多
様
な
価
値
観
を

持
つ
他
者
と
生
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
義
務
教
育
の
目
的
は
、
児
童
生
徒
の
資
質
・
能

力
を
伸
ば
し
つ
つ
、
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
社
会
性
を
養
う

こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
気
兼
ね
な
く
自
分
の
意
見
が
言
え
、
自
分

ら
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
、

認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
教
育
環
境
が
必

要
で
す
。
各
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
想
定
外
の
急
激
な
少
子
化
と
校
舎
の
老
朽
化
が
進
む

中
で
、
将
来
的
に
困
難
な
状
況
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る
適
正
規
模
の
教
育
環
境
の
も
と
、
ど

の
子
に
も
社
会
性
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
気
候
変
動
、
災
害
や
デ
ジ
タ
ル
学
習
基
盤
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
な
、
最
新
の
施
設
設
備
の
中
で
安
全
、
安
心
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
の
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
く
、
す

べ
て
の
児
童
生
徒
に
安
全
、
安
心
、
人
権
を
保
障
し
、
基
礎
学

力
、
社
会
性
を
育
成
す
る
た
め
に
も
、
学
校
の
統
合
は
必
要
不

可
欠
で
す
。

　
こ
ど
も
は
社
会
の
希
望
で
あ
り
、
未
来
を
つ
く
る
町
の
宝
で

す
。「
こ
ど
も
の
笑
顔
を
つ
く
る
ま
ち�

こ
ど
も
の
笑
顔
で
つ
く

る
ま
ち�

躍
動
た
な
ぐ
ら
」
を
合
言
葉
に
地
域
や
家
庭
と
連
携
し

て
棚
倉
町
の
教
育
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育長　荒川　文雄

　

そ
の
他
学
校
統
合
に
関
す
る
情
報
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で

随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
下
記
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
教
育
課 

教
育
総
務
係

　
☎
33

－

７
８
８
１
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15,978

24,595

34,812

46,691

62,504

棚倉町への令和６年度寄附額は６億2,504万円棚倉町への令和６年度寄附額は６億2,504万円
応援いただき、ありがとうございます！応援いただき、ありがとうございます！

　平成２０年度から始まったふるさと納

税制度。

　本町への寄附額は年々増加傾向にあり、

令和６年度は６億２,５０４万円の寄附が

寄せられました。

　地域の事業者の方には返礼品として商

品を提供していただき、寄附者の方々に

大変好評をいただいています。

　これらの寄附は、寄附をされた方が希

望する事業に有効に活用させていただい

ています。

ふるさと納税の活用希望事業
寄附者からいただいた貴重な寄附金は、以下の事業に活用させていただいています。

○子育て支援事業（10,071件　2億2,205万円）
　高校生等生活応援給付事業、妊産婦医療費助成事業、
　すこやか赤ちゃん応援事業等

○高齢者福祉事業（4,698件　1億1,376万円）
　タクシー・バス利用助成事業、
　介護予防・地域支え合い事業等

○地域振興事業（2,262件　5,912万円）
　たなぐら応援クーポン券事業、街なみ環境整備事業、
　文化センター大規模改修事業等

○学校教育支援事業（1,522件　3,664万円）
　スクールバス運行事業、社川小学校改修事業等

○その他（8,445件　1億9,347万円）
　�ふるさと納税に係る経費や町発展のための様々な事
業に活用

「
ふ
る
さ
と
納
税
」で
棚
倉
町

を
応
援
し
て
く
だ
さ
い

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

　

自
分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し

た
い
自
治
体
な
ど
を
選
択
し
て

「
寄
附
」
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
原
則
と

し
て
寄
附
金
額
の
う
ち
２
、０
０
０

円
を
超
え
る
全
額
が
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
控
除
対
象
と
な
り

ま
す
（
一
定
の
上
限
あ
り
）。
ま

た
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
特
産

物
や
名
産
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
寄
附
金
は
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
町
外
に
お
住
ま
い

の
ご
友
人
や
ご
親
戚
等
に
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

※�

返
礼
品
の
贈
呈
は
、
町
外
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
財
政
係

　
☎
33

－

２
１
１
１

令和６年度寄附額活用希望事業

その他その他
31％31％

子育て子育て
支援事業支援事業

36％36％

高齢者高齢者
福祉事業福祉事業

18％18％
学校教育支援事業

６％
地域振興事業

９％

▲お申し込みは
　こちらから
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「脈々と　輝く「脈々と　輝く生生
い の ちい の ち

命命を　繋ぐ道」を　繋ぐ道」
８月は道路ふれあい月間です８月は道路ふれあい月間です

　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、　道路は、私たちの生活を支える大切な財産であり、将来を生きる子どもたちにとっても、
大切な財産です。大切な財産です。
　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改め　子や孫の世代に、美しく安全な道路を引き継いでいくため、この機会に道路について改め
て考えてみましょう。て考えてみましょう。

　

道
路
は
、
い
つ
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
る

よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
等
は
行
わ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
歩
道
へ
の
駐
車

・
道
路
や
歩
道
へ
の
看
板
な
ど
の
設
置

・
歩
道
上
で
の
営
業
お
よ
び
作
業

　

ま
た
、
道
路
へ
の
違
法
駐
車
や
、
道
路

脇
へ
の
物
品
や
資
材
な
ど
の
放
置
は
歩
行

や
通
行
の
妨
げ
に
な
る
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
道
路
を
安
全
で
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
維
持
・
管
理
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

道
路
の
境
界
を
越
え
る
生
垣
や
植
栽

は
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
非
常
に
危
険

で
す
。
所
有
者
の
方
は
伐
採
な
ど
の
適
切

な
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
道

路
の
異
常
を
発
見
し
た
と
き
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

〇
こ
ん
な
と
き
は
ご
連
絡
を

　

・
舗
装
に
穴
や
陥
没
が
あ
る

　

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
壊
れ
て
い
る

　

・
通
行
の
支
障
に
な
る
落
下
物
が
あ
る

　

・
道
路
に
倒
木
が
あ
り
通
行
で
き
な
い

　

工
事
用
の
仮
囲
い
や
突
出
看
板
、
日
よ
け

（
装
飾
ひ
さ
し
）
な
ど
を
道
路
に
設
置
す
る

と
き
は
、
道
路
法
な
ど
の
基
準
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
設
置
す
る
際
に
は

道
路
管
理
者
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
環
境
の
美
化
に

�

ご
協
力
く
だ
さ
い

生
垣
や
樹
木
の
管
理
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い

道
路
の
異
状
を
発
見
し
た
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

�

許
可
が
必
要
で
す

▲▲

町
赤
十
字
奉
仕
団
道
路
美
化
活
動

町
赤
十
字
奉
仕
団
道
路
美
化
活
動

■
道
路
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
〇
国
道
・
県
道

　
　
福
島
県
棚
倉
土
木
事
務
所

　
　
総
務
課

　
　
☎
33

－

３
１
３
１

　
〇
町
道

　
　
整
備
課　
整
備
維
持
係

　
　
☎
33

－

２
１
１
４
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　気温や湿度が高い日は、熱中症の危険が高まります。子どもや高齢者、屋外で働く方は、特に注
意が必要です。熱中症予防のポイントを意識し、暑い夏を元気に過ごしましょう。
＜熱中症予防のポイント＞
�・エアコンや扇風機で、室温をこまめに調節する。
�・外出時は日傘や帽子を使用する。
�・通気性の良い衣服を着用する。
�・のどの乾きを感じていなくても、こまめに水分を補給する。

� �熱中症にご注意ください��

棚倉町役場にて献血・骨髄ドナー登録会を行います！
　輸血が必要な方・ドナーを待つ患者さんのためにご協力をお願いいたします。
日　　 時　9月10日(水)　午後1時30分～ 4時30分
場　　 所　役場南側駐車場
献血条件　16歳～ 64歳の方（60歳～ 64歳の間に献血経験があれば、69歳まで可能）
※�ドナー登録の条件・登録方法等は下記の「骨髄バンクにドナー登録をお願いします」をご参照
ください。

 骨髄バンクにドナー登録をお願いします
　毎年数万人が白血病などの重い血液の病気と診断され、そのうち約2000人の
方が骨髄バンクドナーからの移植を望んでいます。
　移植には患者とドナーの白血球の型が適合することが必要ですが、その確率は
数百から数万分の１。
　たとえ適合しても、ドナーの都合や健康状態が整わなければ提供できないため、移植を待つ患
者さんのうち、実際に移植を受けられる人は、半数程度にとどまっているのが実情です。
　ドナーを待つ患者さんのために、ドナー登録へのご協力をお願いいたします。
ドナー登録できる方
・年齢が18歳以上、54歳以下で健康な方。　
・体重が男性45㎏以上、女性40㎏以上の方。
骨髄ドナー登録ができる場所（県中・県南一覧）
・郡山駅前献血ルーム・県中保健福祉事務所（須賀川市）
・県南保健福祉事務所（白河市）
※�受付窓口は、直接お問い合わせください。
登録方法
　登録申込書への記入及び２㎖の採血で可能です。（所要時間：約15分）

年に２～３回程、来町する献血バス
との併行登録会を実施しております。

　患者の方と適合し、ドナーになられた方には、町より奨励金（２万円×７日、最大14万円）
を交付いたします。

棚倉町骨髄移植ドナー支援事業奨励金について
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施 設 検 診　　乳がん検診を実施します（２年に１回の検診です）

実施医療機関　塙厚生病院

対 象 者
令和８年３月31日現在で40歳以上で、昨年度受診していない女性
※40歳未満の方は対象となりませんのでご了承ください。

実 施 期 間
10月１日㈬～令和８年１月16日㈮
※土日祝日、年末年始は除く

定　　　　　 員 50名　※定員になり次第受け付けを終了します。
受 診 券 発 行
申 込 期 間

９月１日㈪～令和８年１月９日㈮
午前９時～午後５時

受 診 料 金 40～49歳：2,000円、50歳以上：1,500円

申 込 方 法　
①受診券発行の申し込みを行う。
　〇棚倉町けんしん予約サイト（インターネット予約）で予約（24時間受付）
　〇電話（☎33-7801）、保健福祉センター窓口で予約（午前9時～午後5時受付）
　（申込方法は広報5月号10～ 11ページをご確認ください。）
　※申込受付後、保健福祉センターから受診券を送付します。
② 塙厚生病院へ受診日の予約をする。
　受診券受取後、必ず塙厚生病院へ受診日の予約をしてください。（☎43－1145）

▲けんしん
予約サイト

保健福祉センターだより

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

福島県こども救急電話相談＃8000の相談時間変更について
変更前：午後7時～翌朝午前8時　➡�変更後：午後6時～翌朝午前8時

弁護士によるB型肝炎特別措置法相談会   無 料
日 時　８月30日㈯　午後１時30分～ 4時（午後３時受付終了）
場 所　　郡山市労働福祉会館　第３会議室・第４会議室
内 容　集団予防接種でB型肝炎になった人とその家族を対象とした弁護士による相談会
お問い合わせ　全国B型肝炎訴訟新潟・福島・山形事務所　☎025－223－1130

救急車を呼ぶか迷ったら まずは『＃7119』をご利用ください
　急な病気やけがをしたとき、救急車を呼んだ方がいいか、今すぐに病院に行った方がいいかなど、
判断に迷ったときは、福島県救急安心センター救急電話相談窓口（＃7119）をご利用ください。
※�15歳未満の方の症状に関する相談は、別途専門の窓口（♯8000または☎024-521-3790）を設
けております。

相談窓口電話番号
⑴携帯電話、固定電話（プッシュ回線）からは局番なしの♯7119
⑵�固定電話（ダイヤル回線）、IP電話、PHSなど「＃7119」につながらない場合には　　　　　　　

☎024－524－3020へ。
※通話料は利用者負担となります。
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自主防災組織を作りましょう
　近年、全国各地で線状降水帯の発生による豪雨や大地震などが発生しています。災害は、いつ起
こるか分かりません。被害を軽減するためには、普段から備えが大切です。町では、自主防災組織
が全地域に必要であると考え、組織の結成や育成に向けた支援を行っています。
�
■自主防災組織とは
　自主防災組織は、地域の特性に応じて、住民同士が協力して
自発的につくる組織で、地域の防災活動の中心になります。災
害に対して、地域ぐるみで防災力を発揮するためには、地域住
民による組織的な防災活動が必要です。自主防災の活動には、
「３分間は、自分自身の身を守る」、「３時間は、向こう三軒両
隣で助け合う」、「公的支援が届くまでの３日間は、地域が一体
となって助け合う」という教訓があります。みなさんの地域で
も、自主防災組織を結成し、災害に強い地域づくりを目指しま
しょう。
�
■自主防災組織の活動
　自主防災組織の活動は、平常時の活動と災害時の活動に分けられます。
　平常時での活動では、緊急時の連絡網の作成や防災知識の普及活動、予防的な活動に取り組むこ
とが決められます。また、平常時の防災活動を通して、地域の活性化を図ることにもつながりま
す。
　災害時の活動では、初期の消火活動、避難誘導、被害状況の収集や把握、被災者の救出救護、応急
手当、給食・給水の実施など、災害発生時の被害を軽減させる活動が重要になります。

■自主防災組織への助成
　町では自主防災組織が行う防災活動に対して補助金を交付しています。

結 成 時 １万円から５万円（世帯数による）

訓 練 等 の 防 災 事 業 ５千円から３万円/１回（参加人数による）

防 災 資 機 材
（�消火用具、救助工具、救援用具、備蓄食糧等） 経費の３分の２以内（年上限10万円）

防 災 倉 庫 の 購 入 経費の３分の２以内（上限10万円）

■自主防災組織の結成状況（20団体）

１ 区 自 主 防 災 会 行政二区自主防災会 棚倉町第三行政区町内会自主防災会 ５区こんこん自主防災会
６区15区自主防災会 八 区 自 主 防 災 会 12区 自 主 防 災 会 第14行政区自治会自主防災会
堤 区 自 主 防 災 会 強 梨 区 自 主 防 災 会 寺 山 自 主 防 災 会 中山本上自主防災会
中山本中自主防災会 中山本下自主防災会 下 手 沢 自 主 防 災 会 祖 父 岡 自 主 防 災 会
上 流 自 主 防 災 会 下 流 自 主 防 災 会 山 田 自 主 防 災 会 岡 田 自 主 防 災 会

■お問い合わせ　住民課　消防環境係　☎３３－２１１６
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

お　
知　
ら　
せ

町
長
と
気
軽
に
ト
ー
ク

　
今
月
の
ト
ー
ク
の
日
は
、８
月
19
日
㈫

で
す
。

　
行
政
区
や
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
・
政

策
に
つ
い
て
、
町
長
と
気
軽
に
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

出
張
ト
ー
ク

　
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
行
政
区
、
自
治

会
、
町
内
で
活
動
す
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
が
主
催
す
る
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
町

長
が
伺
い
ま
す
。

※�

ト
ー
ク
の
日
・
出
張
ト
ー
ク
は
、
建

設
的
な
意
見
交
換
を
図
っ
て
い
く
も

の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
地
域
創
生
課　
企
画
調
整
係

　
☎
33

－

２
１
１
２

今
月
の
納
税
・
納
入

　
納
期
限
は
９
月
１
日
㈪
で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
２
期

〇
町
県
民
税
…
…
…
…
…
…
‥
…
２
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
１
期

　
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
、
ま

た
地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
を
利
用
し

た
納
付
も
で
き
ま
す
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
課
税
徴
収
係

　
☎
33

－
２
１
１
８

８
月
の
心
配
ご
と
相
談

民
生
委
員

〇
開
催
日　
８
月
12
日
㈫

〇
時　
間　
午
前
９
時
～
正
午

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

弁
護
士
（
要
予
約
）

〇
開
催
日　
８
月
21
日
㈭

〇
時　
間　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

〇
場　
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

※
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
33

－

２
６
２
３

ト
ー
ク
の
日

地
方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト

検 

索

▲地方税お支払いサイト

マイナンバーカード更新の封筒が届いた方へマイナンバーカード更新の封筒が届いた方へ

「2025年」と表示されている方

「2030年」と表示されている方

■お問い合わせ　住民課　住民係　☎３３－２１１６

◆郵送でお手続きする場合は、顔写真が必要です。
◆�住民課窓口でお手続きされる場合は、職員が窓
口で写真撮影しますので、顔写真は不要です。
◆�いずれの方法でも手続きが難しい方は、住民課
にお問い合わせください。

住民課窓口で、カード内の情報（電子証明書）を
更新してください。お手続きの際は、顔写真は不
要です。

➡

➡

マイナンバーカードの出張申請を行っていますマイナンバーカードの出張申請を行っています
　高齢者の方や障害をお持ちの方など、ご自身でマイナンバーカードの手続きが困難な方を対象に、
住民課の職員がご自宅等に伺い、顔写真の撮影からマイナンバーカードの申請まで、代理でお手続
きしています。
　お手続きは無料です。代理での申請手続きを希望される方は、住民課住民係
にお問い合わせください。
　また、事業所や施設等での出張申請も受け付けておりますので、お気軽にお
問い合わせください。
※棚倉町に住民登録のない方は対象外となります。
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町
総
合
体
育
館
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ

改
修
す
る
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
次
の
期
間
中
、
施
設
を
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
体
育
館
を
日
頃
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

〇
ア
リ
ー
ナ

　
10
月
28
日
㈫
～
11
月
30
日
㈰

〇
卓
球
場

　
10
月
１
日
㈬
～
７
日
㈫

〇
柔
剣
道
場

　
10
月
８
日
㈬
～
15
日
㈬

※�

工
事
の
状
況
に
よ
り
期
間
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課　
体
育
振
興
係

　
（
町
総
合
体
育
館
内
）

　
☎
33

－

３
１
６
０

終
活
・
相
続
セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記

の
申
請
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
場

合
は
３
年
以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
終
活
・
相
続
に
必
要
な
手
続
き
が
学

べ
る
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
無
料
の
個
別
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　
８
月
29
日
㈮

〇
場
所　
町
立
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

〇
主
催　
棚
倉
町
・
福
島
県
司
法
書
士
会

相
続
セ
ミ
ナ
ー

〇
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

〇
講
演　

「
終
活
・
相
続
に
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て
」

〇
講
師　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

�

支
局
長　
佐
藤
義
治�

氏

個
別
相
談
会
（
無
料
）

〇
時
間　
午
後
３
時
～
５
時

※�

相
談
会
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
８
月
28
日
㈭
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
税
務
課　
固
定
資
産
係

　
☎
33

－

２
１
１
８

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
る
県
の
税

金
で
す
。

　
８
月
８
日
付
け
で
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
納
期
限
ま
で
に
金
融
機

関
か
ら
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方

は
、
納
期
限
ま
で
に
預
金
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
納
税
通
知
書
に
口
座
振

替
依
頼
書
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
依
頼
書
を
金
融

機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

今
回
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
る
方

は
第
２
期
か
ら
の
振
替
と
な
り
ま

す
。

〇
納
期
限

　
・
第
１
期　
９
月
１
日
㈪

　
・
第
２
期　
12
月
１
日
㈪

※�

税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
は
第
１

期
に
一
括
で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
南
地
方
振
興
局　
県
税
部

　
課
税
課　
課
税
第
一
チ
ー
ム

　
☎
０
２
４
８

－

23

－

１
５
１
７

５
年
に
一
度
の
「
国
勢
調
査
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
は
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人

と
世
帯
が
対
象
の
、
５
年
に
一
度
の
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
内
の
人
口
・
世
帯

の
実
態
を
把
握
し
、
研
究
・
教
育
活
動

な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
る
大

切
な
調
査
で
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
国
勢
調
査
員
が
各
世

帯
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間

い
つ
で
も
回
答
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
行
政
管
理
係

　
☎
33

－

２
１
１
１

個
人
事
業
税
納
期
の
お
知
ら
せ

 インフォメーション

体
育
館
利
用
不
可
期
間
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
紹
介

　

任
期　
令
和
７
年
７
月
１
日
～

　
　
　
　

令
和
10
年
６
月
30
日

〇
委
員
構
成
（
敬
称
略
）

　

原　
　

啓
喜　
　

須
藤　

俊
一

　

広
瀬　
　

忍　
　

西
牧　

武
美

　

金
澤
ひ
と
み　
　

松
本
ひ
と
み

広瀬　忍さん
（再任）
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地
震
、
竜
巻
、
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い
て
全
国
一
斉

に
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

〇
日
時　
８
月
20
日
㈬　
午
前
11
時
頃

〇
訓
練
内
容

　
防
災
行
政
用
無
線
で
の
放
送

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
消
防
環
境
係

　
☎
33

－

２
１
１
６

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

棚
倉
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

６月の棚倉町の
交通事故発生状況

発
生
件
数

１　
件

死
者
数

０　
人

傷
者
数

２　
人

物
件
事
故

20　
件

　

棚
倉
警
察
署
管
内
で
は
、
赤
信
号

の
見
落
と
し
に
よ
る
交
通
事
故
が
続

発
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
夏
季
特
有
の
暑
さ

や
行
楽
等
に
よ
る
疲
労
、
開
放
感
な

ど
か
ら
集
中
力
が
低
下
し
や
す
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

　

運
転
に
集
中
し
て
交
通
ル
ー
ル
を

遵
守
す
る
と
と
も
に
、
安
全
運
転
に

努
め
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
警
察
署　
地
域
交
通
課

　
☎
33

－

０
１
１
０

お盆お盆のの供物供物をを収集収集しますします【回収日：【回収日：８月18日㈪８月18日㈪】】
〇注意事項
①午前９時までに収集場所に出してください。
②段ボールに入れるか、きちんと縛ってから出してください。
③供物を収集場所に出す際には、収集所小屋の中には入れず、小屋のわきに置いてください。
④�回収日に出せない場合は、指定のごみ袋（燃えるごみ）に入れ、一般のごみの回収にあわせ、
通常の収集場所に出してください。
※�今年は８月16日㈯および17日㈰が東白クリーンセンター休業日のため、18日㈪にお盆の供物を
収集します。

収　　　集　　　場　　　所収　　　集　　　場　　　所
棚倉地区

1区
観音寺入口
蓮生寺裏側（町裏通り）

２区 蓮家寺山門向かい

３区
蓮家寺山門向かい
タカノ表具店裏収集所わき

４区
古町西迎院裏門

５区

６区
東林寺入口
白報社前

７区 下町共同墓地入口

８区
アローボウル前
渡辺商店南側ごみ収集所

９区
旧旭屋旅館前空き地
関口集会所
総合体育館北側駐車場

10区
仁公儀集会所
仁公儀ニュータウン入口

11区 長久寺入口左側
12区 馬場集会所
13区 13区ごみ収集所前

14区

コミュニティセンター前
旧棚高北側入口
檜木ごみ収集所わき
元高津産業㈱�入口

15区 根子屋川橋わき

■お問い合わせ　住民課　消防環境係
　☎33－2116

社川地区

上台
上台ごみ収集所わき（集会所）
鈴木喜美宅わき

板橋 板橋ごみ収集所わき
玉野 玉野ごみ収集所わき

一色
一色集会所前
太夫内墓地前

福井 福井集会所前
堤 堤集会所前
逆川 墓地入口
天王内 元火の見下（集会所わき）
金沢内 元火の見下（ごみ収集所）
小菅生 小菅生集会所

高野地区
瀬ヶ野 瀬ヶ野墓地入口
小　爪 小爪ごみ収集所わき
祝部内 祝部内ごみ収集所わき
富　岡 富岡集会所
山　際 山際集会所
福　岡 地割橋・下平橋

強　梨
高松橋
俵内ごみ収集所わき
岡ノ内ごみ収集所わき

大　梅

松草平ごみ収集場所わき　
曲屋ごみ収集所わき
段河内ごみ収集所わき
大梅集会所裏ごみ収集所わき

漆　草 屯所わき
戸　中 戸中集会所

近津地区

寺　山
久慈橋西側
豊岡橋東側

双ノ平 双ノ平ごみ収集所わき
八槻１ 元中学校上り口
八槻２ 丈六入口
八槻３ 一里塚前
八槻４ ４区ごみ収集所わき
八槻５ ５区ごみ収集所わき

八槻６
高渡西側収集所わき
高渡集会所わき

流
豊山住宅下墓地入口
常隆寺山門広場

塚　原 ごみ収集所わき

下山本
松原共同墓地前
萩平共同墓地前

中山本�

中ノ内ごみ収集所わき
中山本中ごみ収集所わき
中山本上ごみ収集所わき
大内ごみ収集所わき

北山本
平塩ごみ収集所わき
宮川橋ごみ収集所わき
居伝金ごみ収集所わき

下手沢
中組ごみ収集所わき
下組ごみ収集所わき

上手沢 上手沢ごみ収集所わき
祖父岡 祖父岡ごみ収集所わき
山　田 山田集会所
岡　田 下平ごみ収集所わき

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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農
地
の
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以

外
の
用
途
（
住
宅
、
工
場
、
駐
車
場

等
）
に
利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　
工
事
に
伴
う
資
材
置
場
や
現
場
事
務

所
等
と
し
て
、「
一
時
的
に
利
用
」
す

る
場
合
も
、
許
可
が
必
要
で
す
。

　
農
地
の
転
用
を
計
画
さ
れ
て
い
る
方

は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
無
断
で
転
用
行
為
を
す
る
こ
と
は
農

地
法
違
反
で
す
。
違
反
し
た
場
合
、
原

状
回
復
を
命
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
棚
倉
町
農
業
委
員
会
事
務
局　

　
☎
33

－

７
８
８
３

〇
試
験
職
種
・
採
用
予
定
人
数

・
航
空
学
生
（
海
・
空
）

　
８
月
29
日
㈮
ま
で

・
一
般
曹
候
補
生

　
９
月
２
日
㈫
ま
で

・
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

・
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

　
10
月
16
日
㈭
ま
で

・
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　
（
医
学
科
）
10
月
８
日
㈬
ま
で

　
（
看
護
学
科
）
10
月
３
日
㈮
ま
で

・
自
衛
隊
奨
学
生

　
10
月
10
日
㈮
ま
で

・
予
備
自
衛
官
補

　
９
月
11
日
㈭
ま
で

○
そ
の
他

　

�

詳
し
く
は
自
衛
官
募

集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　
白
河
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
４
８

－

24

－

０
３
７
２

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

 インフォメーション

令和６年度令和６年度

『たなぐら応援クーポン券』の『たなぐら応援クーポン券』の
� 使用はお済みですか？� 使用はお済みですか？
　現在発行しているクーポン券の

　まだ使われていない方は、お早めに町内の取扱事業所でご使用ください。

使用期限は、８月31日㈰までです。

ク
ー
ポ
ン
券

ご
利
用
の
注
意

■第三者への譲渡、転売は禁止です。
■お会計額が500円以上の場合に使用できます。
■おつりは出ません。
■使用期限を過ぎると無効になります。
■町内の登録された取扱事業所のみ使用できます。
■紛失・盗難等については、町はその責任を負いません。

■お問い合わせ　クーポン券：産業振興課 商工係 ☎３３－２１１３
　　　　　　　　取扱事業所：棚 倉 町 商 工 会 ☎３３－３１６１

最新の
取扱事業所は
こちら

▲自衛官募集
　ホームページ

農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
月
間
の
実
施
に
つ
い
て

　
８
月
27
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
の
７

日
間
、
全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相

談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌

が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
、
こ
ど
も

が
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電
話

お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）
に
よ
る

人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局
職
員
が

応
じ
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
期
間　

　
８
月
27
日
㈬
～
９
月
２
日
㈫

　
（
土
日
含
む
）

〇
時
間　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
※
た
だ
し
、
30
日
㈯
、
31
日
㈰
は

　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

〇
電
話
番
号　

　
０
１
２
０�

－ 
０
０
７�

－�
１
１
０

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

〇
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
「�

法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

じ
ん
け
ん
相
談
」

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
２
４

－

５
３
４

－

１
９
９
４

狛
犬
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催
中
で
す

　
県
南
９
市
町
村
の
推
し
の
お
し
ゃ
べ

り
狛
犬
と
推
し
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
れ
て
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

開
催
中
で
す
。

　
今
年
は
声
優
の
小
野
賢
章
さ
ん
が
お

し
ゃ
べ
り
狛
犬
の
声
を
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
こ
こ
で
し
か
聞
け
な
い
狛
犬
の
説
明

を
聞
き
、
お
気
に
入
り
の
狛
犬
を
探
し

に
行
き
ま
せ
ん
か
？

〇
応
募
期
間

　
11
月
30
日
㈰
ま
で

※�

ス
タ
ン
プ
、
音
声
は
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

○
そ
の
他

・�

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
に
あ
た
っ
て

の
注
意
事
項
等
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

・�

狛
犬
探
訪
の
際
に
は
自
動
車
等
の
安

全
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
く
し
ま
県
南
観
光
推
進
協
議
会

　
（
白
河
市
役
所　
観
光
課
内
）

　
☎
０
２
４
８

－

22

－

１
１
１
１

宝
の
地
図
を
片
手
に
隠
さ
れ
た

宝
箱
を
見
つ
け
よ
う
！

　

宝
の
地
図
（
参
加
冊
子
）
を
手
に
、

手
掛
か
り
を
見
つ
け
な
が
ら
、隠
さ
れ
た

宝
箱
を
探
す
体
験
型
の
宝
探
し
ゲ
ー
ム

「
コ
ー
ド
Ｆ-

Ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
」
が

開
催
中
で
す
。
宝
箱
の
発
見
者
に
は
、

エ
リ
ア
ク
リ
ア
賞
の
ほ
か
、
ク
リ
ア
し

た
エ
リ
ア
の
数
に
応
じ
て
、
抽
選
で
賞

品
が
当
た
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〇
主
催　
福
島
県

〇
開
催
期
間

　
７
月
19
日
㈯
～
12
月
21
日
㈰

〇
そ
の
他

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ー
ド
Ｆ
事
務
局

　
☎
０
１
２
０

－

８
２
０

－

３
２
０

　
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
  

期
間
中
年
中
無
休
）

▲ホームページは
　こちらから

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

▲スタンプラリー
　参加はこちらから

▲ホームページは
　こちらから
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 インフォメーション
　
県
で
は
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
福

島
県
出
身
の
若
者
を
対
象
と
し
た
交
流

会
を
東
京
都
内
で
開
催
し
ま
す
。
出
身

者
同
士
で
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
対
象
と

な
る
ご
家
族
、
友
人
・
知
人
の
方
へ
、

ぜ
ひ
ご
案
内
く
だ
さ
い
！

〇
対
象
者

　

�

首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
20
～
30
代
の

福
島
県
出
身
者
（
定
員
２
０
０
名
）

〇
日
時

　
10
月
４
日
㈯　
午
後
２
時
～
５
時

〇
会
場

　
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ�

Ｑ

　
（
東
京
都
千
代
田
区

　

�

東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
日
比
谷
６
階
）

〇
申
込
方
法

　

�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
必
要
事
項
を
入
力

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
ふ
く
し
ま
ぐ
ら
し
推
進
課

　
☎
０
２
４

－
５
２
１

－

８
０
２
３

「
ス
キ
」
な
こ
と
で
つ
な
が
る

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

Ｕ
Ｐ 

ふ
く
し
ま

　
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ�

Ｕ
Ｐ�

ふ
く
し
ま
と
は
、
県

内
の
若
者
た
ち
が
気
軽
に
集
ま
り
、
新
た

な
友
達
を
作
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
福
島
の
自
然
、
文
化
、
そ
し
て
人
々
の

温
か
さ
を
共
有
し
、
参
加
者
同
士
の
交
流

を
深
め
る
た
め
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
楽
し
み

や
共
通
の
「
ス
キ
！
」
の
気
持
ち
を
共
有

し
、
参
加
者
間
の
絆
を
育
み
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
新
し
い
友
情
を

築
き
、
福
島
の
日
常
を
も
っ
と
豊
か
に
し

ま
し
ょ
う
。

〇
対
象
者

　

�

県
内
在
住
で
お
勤
め
の
40
歳
未
満
の

独
身
の
方

〇
申
込
方
法

　

�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
必
要
事
項
を
入
力

の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他

　

�

各
回
の
日
時
、
内
容
等
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

Ｕ
Ｐ 

ふ
く
し
ま
事
務
局

　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
お
問
い
合
わ
せ

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

募　
　
　
集

東
京
棚
倉
会
の
会
員
募
集
中
で
す

　
首
都
圏
に
お
住
い
の
方
へ

　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
東
京
棚
倉
会
は
、
首
都
圏
在
住
の
棚

倉
町
出
身
者
、
棚
倉
町
ゆ
か
り
の
方
で

組
織
し
、
現
在
約
１
０
０
名
の
方
が
入

会
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
１
度
の
ふ
る
さ
と
訪
問
、
東
京

で
開
催
さ
れ
る
総
会
・
懇
親
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
報

た
な
ぐ
ら
を
毎
月
お
届
け
す
る
ほ
か
、

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
宿
泊
料
な
ど
の
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
入
会
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
棚
倉
産
の
お
米
10
キ
ロ
を
お
贈

り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
年
会
費　
３
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
棚
倉
町
活
性
化
・
観
光
物
産
協
会

　
☎
33

－

７
８
８
６

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

〇
募
集
住
宅

　

愛
宕
平
団
地
（
２
号
棟
）

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
10
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　

愛
宕
平
団
地
（
３
号
棟
）　

　
４
階　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
平
成
12
年
建
築　
中
層
耐
火
４
階
建
）

　
関
口
字
愛
宕
平
56
番
地
１

※
駐
車
場
各
１
台
分
有（
料
金
は
別
途
）

　

小
山
下
北
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
昭
和
47
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
36
番
地
3

　

小
山
下
南
団
地

　
２
Ｄ
Ｋ　
１
戸

　
（
昭
和
48
年
建
築　
簡
易
耐
火
平
屋
）

　
棚
倉
字
小
山
下
34
番
地
3

〇
申
込
期
限

　
８
月
14
日
㈭

　
午
後
５
時
ま
で【
期
日
厳
守
】

〇
入
居
の
時
期

　
９
月
１
日
㈪

〇
そ
の
他

　
・�

住
宅
の
家
賃
は
入
居
者
の
収
入
な

ど
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
・�

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
整
備
課　
都
市
計
画
係　

　
☎
33

－

２
１
１
４

▲お申し込みは
　こちらから

▲ホームページは
　こちらから

た
だ
い
ま
、
ふ
く
し
ま
。
２
０
２
５

in 
東
京

▲お申し込みは
　こちらから
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インフォメーション

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

棚
倉
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

�

教
室
案
内

ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
ア
ロ
ー
ボ
ウ
ル
）

８
月
28
日
㈭ 
午
後
７
時

健
康
吹
矢
教
室
※

８
月
１
日
㈮・22
日
㈮・29
日
㈮ 

午
前
10
時
～

卓

球

教

室 

※

８
月
２
日
㈯ 

午
前
10
時
～

簡
単
ヨ
ガ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

８
月
28
日
㈭ 

午
後
７
時
30
分
～

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
※

８
月
５
日
㈫・19
日
㈫・26
日
㈫ 

午
前
10
時
～

８
月
８
日
㈮ 

午
後
７
時
～

ゴ
ル
フ
教
室
（
場
所
：
花
園
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

８
月
５
日
㈫・26
日
㈫ 

午
後
６
時
～

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
※

８
月
19
日
㈫ 

午
後
７
時
～

ボ
ッ
チ
ャ
教
室
※

８
月
９
日
㈯ 

午
前
10
時
～

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
場
所
：
棚
倉
運
動
広
場
）

８
月
６
日
㈬・20
日
㈬・27
日
㈬ 

午
後
６
時
30
分
～　
雨
天
中
止

キ
ッ
ズ
教
室
※

８
月
21
日
㈭ 

午
後
６
時
30
分
～

レ
ク
ダ
ン
ス
教
室
（
場
所
：
町
立
図
書
館
）

８
月
１
日
㈮・22
日
㈮ 

午
前
９
時
30
分
～

※
場
所
は
総
合
体
育
館

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
棚
倉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
☎
33

－

３
１
６
０

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題

 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

おはなしルーム
〇
日
時

　
９
月
５
日
㈮　
午
前
11
時
～

〇
対
象　

　
ど
な
た
で
も

〇
内
容　

　
～
お
月
さ
ま
の
お
話
～

　
（
絵
本
・
紙
芝
居
な
ど
）

すくすくルーム
〇
日
時

　
９
月
９
日
㈫　
午
前
10
時
～

〇
対
象

　
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

〇
内
容

　
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
！
（
工
作
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー 

　
☎
57

－

５
３
１
０

９
月

施設無料開放のお知らせ
　８月21日㈭は福島県民の日です。
　町では、福島県民
の日を記念し、右記
施設の無料開放を行
います。

〇歴史的建造物「八槻家住宅」
　観覧時間　午前９時～午後５時　
　■お問い合わせ
　　生涯学習課 生涯学習係　☎33－0111
〇総合体育館
　アリーナ・卓球場・トレーニング室等
　開放時間　午前９時～午後５時　
　※１回につき２時間まで
　■お問い合わせ
　　総合体育館　☎33－3160

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〇�

お
盆
期
間
中
の
８
月
14
日
㈭
、
15
日

㈮
、
16
日
㈯
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

〇�

開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
で
す
。
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掲載した写真は差し上げます。

身近な情報がありましたら地域創生課までお知らせください！

地域創生課　企画調整係　☎33－2112

Let’s たなちゃん人づくり激励金
～頑張る皆さんを応援します～

　令和７年度第80回東北高等学校陸上競技大会
兼秩父宮賜杯第78回全国高等学校陸上競技対校
選手権大会東北地区予選会（女子やり投）に出
場した大河内杏

あん
凪
な
さん（学校法人石川高等学校

３年・写真中央）に激励金を交付しました。
　今後も活躍を応援しています。

我が子同様の愛情でお世話を

　一定区間の町道を我が子同様の愛情でお世話を
する「道路里親制度」の認定書交付式が行われ、
桧木・松沢地区グループ、里親山際、富岡区の３
団体に認定書を交付しました。
　この制度は、道路の環境美化活動を通じて、地
域にふさわしい道づくりを進めるための活動で、
町では引き続き道路里親を募集しています。

月７
日１

おうちへ帰る時間になりました

　夏休み期間中（７月19日～８月24日）、夕方
５時前に帰宅時間をお知らせする防災行政用無
線は、棚倉小学校６年関根采

さ
空
ら
さんが担当して

います。
　采空さんは「この放送で、棚倉町が今よりも
安心、安全になったらうれしいと思う」と感想
を話してくれました。

月７
日８

長年にわたる活躍が認められ

　長年にわたり消防団員として献身的に消防活
動に取り組み、町の消防力向上に大きく寄与し
たとして、緑川勝人さん（漆草）が「令和７年
春の褒章」において、「藍

らん
綬
じゅ
褒
ほう
章
しょう
」を受章され

ました。緑川さんは、平成５年に消防団に入団
し、平成28年からは副団長として活動されてい
ます。受章報告で緑川さんは「消防関係者の協
力があって受章することができました。今後も
引き続き地域のために活動していきたいと思い
ます。」と感謝と今後の抱負を述べました。

月６
日20
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
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ま
ち
の
話
題

夏の思い出夏の思い出 町内の各稚園では、七夕祭りや花火教室、夕涼み会、
夏祭りなどが行われました。

棚倉幼稚園　花火教室棚倉幼稚園　花火教室

社川幼稚園　七夕祭り社川幼稚園　七夕祭り

近津幼稚園　花火教室近津幼稚園　花火教室

近津幼稚園　夏祭り近津幼稚園　夏祭り

棚倉幼稚園　七夕祭り棚倉幼稚園　七夕祭り

社川幼稚園　花火教室社川幼稚園　花火教室

近津幼稚園　七夕祭り近津幼稚園　七夕祭り

棚倉幼稚園　夕涼み会棚倉幼稚園　夕涼み会
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 まちの話題

棚倉町消防団水勢競技
　棚倉町役場南側駐車場で、棚倉町消防団水勢競技が行われ、団員291人、車両26台が出動しまし
た。消火活動の迅速・正確・安全を目的とした競技では、各分団が放水により標的を落とすまでのタ
イムを競い、日頃の訓練の成果を発揮しました。水勢競技の結果は次の通りです。

優 勝　第１分団　　準 優 勝　第５分団　　３ 位　第４分団

月６
日29

地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記

　こんにちは！地域おこし協力隊の清水です。
　今回は、普段協力隊の私がどのような活動をしているか、ご紹介したいと思います。
　図書館をご利用いただいている方ならご存じかもしれませんが、普段は棚倉町立図書館を活動の拠点
としています。事務室内で作業していることもあれば、カウンターに座っていたり、書架を回っていた
り、展示スペースを整備したりしています。このほか、年始に行った「本の福袋」といったイベントの
企画や、館内で行っている展示の準備をしています。
　図書館から外に出ると、町内４小学校の図書室で、読書推進のお手伝いをしています。本の整理や棚
の整備、休み時間には本の貸し出しや返却を主に行っています。小
学生の皆さんは、私が図書室に座っているのを見たことがあるかと
思います。
　また、国語の授業にお邪魔して図書館についてお話をさせていた
だいています。１年生の皆さんが初めて図書室で本を借りるお手伝
いや、６年生の授業ではタブレットを使用して図書館の蔵書検索を
行いました。
　皆さんに図書館をたくさん利用していただけるよう、日夜活動し
ております。

清
水
　
裕
也

▲学校での活動の様子
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第
八
代
藩
主
に
続
く

棚
倉
藩
歴
代
藩
主
の
足
跡

棚
倉
藩
歴
代
藩
主
の
足
跡

棚
倉
城
築
城
４
０
０
年
記
念

　

享き
ょ
う
ほ
う保

十
三
年
（
一
七
二
八
）、
太お

お

田た

資す
け

晴は
る

と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
上こ

う
ず
け
の野

国く
に

館た
て
ば
や
し林

藩
か
ら

移
っ
て
き
た
武
元
は
十
六
歳
の
若
さ
で
棚
倉
藩
主
と
な
り
ま
す
。

　
武
元
を
輩
出
し
た
松
平
家
は
、
越お

ち智
松
平
家
と
呼
ば
れ
る
江
戸
幕
府
六
代
将
軍
徳
川
家い

え

宣の
ぶ

の
弟
の
松
平
清き

よ

武た
け

か
ら
成
立
し
た
家
で
、
大
名
の
中
で
も
御ご

三さ
ん

家け

（
徳
川
姓
を
名
乗
る

こ
と
が
許
さ
れ
た
尾お

わ
り張
・
紀き

い伊
・
水み

と戸
）
に
次
ぐ
親し

ん
ぱ
ん藩
の
格
を
持
っ
た
、
将
軍
家
に
近
い

家
柄
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
の
ち
に
棚
倉
藩
主
を
務
め
る
松
平
家
と
は
別
の
系け

い
譜ふ

で
す
。

　

元げ
ん
ぶ
ん文
四
年
（
一
七
三
九
）、
棚
倉
藩
が
治
め
て
い
た
領
地
二
万
五
千
石
、
五
十
五
ケ
村

が
、
江
戸
幕
府
将
軍
の
直
接
支
配
地
で
あ
る
天て

ん
り
ょ
う領に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
代
わ
り
に
幕

府
か
ら
与
え
ら
れ
た
土
地
は
遠
方
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
棚
倉
藩
は
経
営
の
た
め
に
人

を
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
武
元
は
同
年
に
奏
者
番
を
務
め
、
延え

ん
き
ょ
う享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
は
寺
社
奉
行
を

兼
任
し
ま
し
た
。
同
三
年
（
一
七
四
六
）
再
び
館
林
に
移
り
、
の
ち
に
江
戸
幕
府
の
最
高

職
で
あ
る
老
中
を
務
め
る
な
ど
、
幕
府
に
お
い
て
も
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
町
内
馬
場
都
々
古
別
神
社
に
は
、
武
元
が
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
造ぞ

う

替た
い

し
た
東
照

宮
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
※
奏
者
番
、
寺
社
奉
行
、
老
中
の
概
要
に
つ
い
て
は
広
報
７
月
号
を
参
照
。

七
代
藩
主　

松ま
つ

平だ
い
ら

右う

近こ
ん

将し
ょ
う

監げ
ん

武た
け

元ち
か 

（
一
七
一
七
～
一
七
七
九
）

松平武元が建てた東照宮松平武元が建てた東照宮
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平成 26 年 1 月、栃木県（大田原
市・那須塩原市・那須町・那珂川
町）・福島県（棚倉町・矢祭町・塙
町）・茨城県（大子町）の 2市 6町に
よる『八溝山周辺地域定住自立圏
域』が形成されました。
　圏域の地域活性化につなげる取
り組みの一環として、圏域市町の
PR情報をお届けします。
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岡部　弘充さん
（寺　山）

昭和12年７月1日生

菊池　好子さん
（日向前）

昭和12年７月5日生

角田　利恵さん
（関　口）

昭和12年７月14日生

両親の名 出生児 住　所
角田　大侑・蘭　樹 珠　菜（しゅな） 逆　川

大平　晟嵩・紗　季
紬　葉（ゆずは）

古　町
椛　葉（いろは）

永山　雄大・静　香 偉　悠（いはる） 流
木　俊裕・美　里 椋　真（りょうま） 戸　中

※ 「おめでた」・「おくやみ」について、掲載を希望されない場合は、地域創生課  企画調整係（☎33－2112）まで
お申し出ください。

おめでたおめでた（６月分の届け出）

人の動き　令和７年７月１日現在

人口　12,541人（－16人）　世帯数　5,067世帯（－４世帯）　男性�6,210人（－11人）　女性�6,331人（－５人）

亡くなった方 年齢 住　所 亡くなった方 年齢 住　所
近藤　　榮 92 関　口 松本　光子 92 丸　内
石井　富子 87 上　台 高坂　ツル 97 東中居
陣野　幸雄 90 関　口 木　正利 72 天王内
山田　敏子 95 観音向 山路ヒサ子 94 新　町
木　ハナ 96 関　口

おくやみ（６月分の届け出）

　編集後記
　今回は800号記念ということで、町の歴史を振り返るとともに昔の広報たなぐらを見返しました。中身の作り
方などは大きく変化してきましたが、表紙の「たなぐら」というロゴは昔から変わっていないことに気づきまし
た。２ページ上半分の写真は、そんな表紙の変化が分かるように年代ごとに並べてみました。
　広報たなぐらを今後ともどうぞよろしくお願いします。� （大竹）

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ま
ち
の
話
題
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５月の健診でむし歯がなかった皆さんです。７月号、８月号、９月号の３回で紹介します。

こ
の
広
報
紙
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●３歳児の健康診査で、むし歯が
　ありませんでした。

むむ しし 歯歯 のの なな いい 子子

みどりかわ　きょうのすけ くん
まいにちかならず
みがきます！

きくち　えま ちゃん
毎日お姉ちゃんと
歯みがきがんばってます。

ぬまた　りょうた くん
まいにちはみがき
がんばってます！

こまきね　あやめ ちゃん
ねぇねとにぃにと
はみがきがんばってます！

お姫様 役
石川満里奈さん

丹羽長重公 
あばれる君
丹羽長重公 役
あばれる君

一般参加者募集一般参加者募集
棚倉城御入城大名行列

2025
ミス日本ミス着物

2025
ミス日本ミス着物

出演
 予定!!

棚倉城築城400年記念プロジェクト事業実行委員会
（棚倉町役場 地域創生課内）TEL 0247-33-2112

お問い合わせ・お申し込み

開催日時 　10月25日㈯
� 　　��午前11時～ 12時30分
コ ー ス 　磐城棚倉駅～棚倉城跡
募集人数 　70名
申込締切 　９月12日㈮
そ の 他 　�・�衣装は事務局で準備

します。
�・�募集する役柄やイベ
ント内容・参加申込
の詳細はホームペー
ジをご確認ください。

写真：芳賀元昌


